
介護支援に関するQ&A
Ｑ 介護休業とはどんな制度ですか。

介護を必要とする対象家族を介護するため，６ヶ月（パートタイム職員は93日）の
範囲内で申請し取得できる制度です。
く対象外＞
①雇用期間が１年未満の職員
②申出の日から93日以内に雇用関係が終了する職員
③１週間の所定労働日数が２日以下の職員

Ｑ 要介護状態にある対象家族とはどのような人ですか。
要介護状態とは，負傷，疾病または身体上もしくは精神上の障害により，２週間以上
の期間にわたり日常生活を営むのに支障がある状態をいいます。
対象家族は，配偶者・父母・子・配偶者の父母並びに扶養している祖父母・兄弟姉
妹・孫です。

Ｑ 介護休業の手続きはいつまでに，どのような方法で行えばよいですか。
介護休業を開始する日の１週間前までに，介護休業申請書，要介護状態にある家族を
証明する書類を提出してください。
終了予定日の変更は，２週間前までに申し出てください。

Ｑ 介護休業中の給与は支給されますか。
介護休業中，給与は支給されませんが，雇用保険または共済組合から給付金又は手当
金が支給されます。

介護期に利用できる手当・給付

介護休業給付金（雇用保険から）
給付内容　要介護状態にある対象家族を介護するために，介護休業する雇用保険加入者で，

介護休業開始日前２年間に，賃金支払い基礎日数が11日以上ある月が12 ヶ月
以上ある方に対し，同一要介護につき１回の介護休業期間（ただし，介護休業
開始日から最長３ヶ月間）に限り支給されます。

支 給 額　休業開始時賃金日額×支給日数×67／100

介護休業手当金（共済組合から）
給付内容　介護休業を取得する共済組合員で，雇用保険介護給付金受給対象外となった場

合，介護休業開始日から66日を超えない期間に支給されます。

支 給 額　1日につき標準報酬の日額×67／100（支給額には上限があります。）

介護に関する支援制度

所定労働
時間外の
勤務の免除

●家族の介護を行う職員からの申出により，
業務の正常な運営を妨げる場合を除き，１月24時間，１年150時間を超
える所定労働時間外の勤務（超過勤務）が免除されます。

深夜勤務の制限 ●家族の介護を行う職員からの請求により，午後10時から午前５時までの
深夜に勤務させることはありません。

介護休暇
●職員が要介護者※である家族の介護，その他の世話を行う場合は，１年に
５日（要介護者が２人の場合は10日）の範囲内の期間休暇（特別休暇）
を取得することができます。

介護休業

●職員が要介護者である家族の介護をする場合は，要介護者１人につき介護
を必要とするひとつの継続する状態毎に連続する６月の期間内で休業する
ことができます。

●パートタイム職員の場合は，要介護者１人につき介護を必要とするひとつ
の継続する状態毎に連続する93日の期間内で休業することができます。

●休業期間中は無給となります。

介護時間
●要介護者である家族を介護するため，１日につき２時間の範囲内で１時間
単位で勤務しないことができます。

●給与は時間に応じて減額されます。

始業及び終業
時刻の変更

●要介護者である家族を介護する職員の請求により，業務の運営を考慮した
うえで，始業及び終業の時刻を変更することができます。

●パートタイム職員の場合は適用されません。

「要介護者」とは負傷疾病，老齢又は身体上もしくは精神上の障害により
２週間以上の期間にわたり常時介護を必要とする状態をいいます。

※給付額は変更することがあります。
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